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1.緒 言

私共は正常鶏胎児並びに人胎児の皮笛の組織培養を行

ない。これにナイ トロミン,ア ザン,ザ ルコマイシンの

3抗 癌剤を作用させた際の影響を観察して第1報 第2

報 として報告したが,今 回はマウスの鼠蹊 部に生 じた腺

価 組織及びHeLa細 胞に対する，これら3抗 癌財の影響

を検したので,そ の成績について報告する。

H.マ ウス腺癌細胞に及ぼす影響

1.実 験 芳 法

A実 験 材 料

a培 養 液

塩溶液はハソクス氏液の組成に従い,こ れにイーグル

培地の組成に準じてア ミノ酸とビタミン類とを加えた｡

b血 清 及び 血漿

血清は牛血清を,培 地の30～40%の 割に加え,血1漿

・はヘパリン加鶏血漿を使用した｡

c鶏 胎 児浸 出液

d癌 組 織

無菌的に癌組織を摘出し,ペ ニシリン,ス トレプ トマ

イシン加ハンクス氏液で2～3回 洗い,鋏 で細切した｡

e抗 癌 剤 の濃 度

抗癌剤はいずれも1,000mcgか らO.01mcgま で10

倍 法で稀釈した｡

B組 織 培 養 法

直接試験管壁を通 して顕微鏡の弱拡大(50倍)で 観察

した｡培 養と同時に抗癌剤を添加したものでは,添 加後

3日 目,5日 冒,8日9の 癌細胞の発育状況を観察し,

培 養後5日 日,即 ち癌細胞がかな り発育 してから抗癌剤

を添加したものでは,添 加後5日 目,10日 目の成績を観

察 した｡

判定規準としては,母 組織の周囲に全 く癌細胞の増殖

がないものを一,周 囲に部分的に増殖 しているものを±,

全周にわたつて2～3層 増殖 しているものを十.母 組織

の周辺から増殖している癌細胞の最外層まで,視 野1面

に見える場合を冊 とし,十 と構 との間を,そ の程度によ

つで什,帯 と判定した｡

2.実 験 成 綻

Aナ イ トロミン

a培 養と同時に添加した場合(第1図)
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3日 目の成績をみると,10mcgま では完全な発育阻

止がみられ,そ れ以下0.1mcgま での濃度では逓減的

に抑制作用が現れている様に思われる｡5日 目及び8日

目では0.Olmcgま で軽度な影響があるのではないかと

思われる｡

b培 養後5日 目に添加した場合(第2図)
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或程度発育 したものにナイ ト口 ミンを添加した場合,

3日 日には10mcgま では癌細胞に殆ど完全な変性をお

こさせ,1mcgに おいては軽度の変性を認めるが,そ れ

以下の濃度では全 く変化がない｡5日 目に1mcgを 作

用させた ものの約半数に変性を認める｡従 つ て1mcg

までは或程度の障害作用があり,そ れ以下は全 く影響が

ないものと考える｡

Bア ザ ン

a培 養と同時に添加した場合(第3図)
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3日 目では10mcgま で殆んど完全な発育阻止作用が

見 られ,1mcgも かな1りの阻止作用を認めるが,5日 昌

になると10mcgに おいては抑制されながらも発育して

いる状況が見 られ,1mcgで は著明な影響を うけていな

い｡8日 目では10mcgと1mcgは 逓減的に抑制作用

を受けているが,O.1mcg以 下 は全 く影響がない｡

b培 養後5日 目に添加した場合(第4図)
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5日 目で は100加cgま では 完 全 な細 胞 の変 性 が 見 ら

れ,10mcgで は 軽 度 の変 性 が 認 め られ るが,10日 目を

み る と10mcgに お け る変 性 は 恢 復 して,発 育 して い る

の が 認 め られ る｡

Cザ ル コ マ イ シ ン

a培 養 と同 時 に添 加 した 場 合(第5図)

添 加 後3日 圏,5日 臼の成 績 をみ る と,100mcgま で

は 完 全 な発 育 阻 止 作用 を 認 め,10mcg及 び1mcgで

は 逓 減 的 抑 制 作 用 を認 め る｡8日 後 をみ る と,100m・cgに

お い ては 明か に 抑 制 作 用 が 見 られ,1mcg及 びO.1mcg

に お い ては 極 め て軽 度 の抑 制 作 用 が あ る様 に思 わ れ る｡

b培 養 後5日 目に 添 加 した場 合(第6図)

添 加 後5日 目を み る と,100mcgま で は 完全 な 変性 が

認 め られ る が,10mcgに お い ては 変 性 は軽 度 で あ り,

しか も この10mcgに おけ る変 性 は10日 後 に は 殆 ん ど
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D小 括

ナイ トロミン,ア ザ=ソ,ザ ルコマイシンのマウス腺瘤

細胞に対する発育阻止作用は細胞障害作用よりもやや髪

さつている様である｡

III.HeLa細 胞に及ぼす影響

曾｡実 験 方 法

A実 験 材 料

HeLa細 胞 の培養液,そ の他の実験材料は,マ ウス膿

癌細胞の場合と同様である｡

B培 養 法

試験管法による既定のHeLa細 胞 の継代培養法に従

つた｡

c成 績 判 定 法

HeLa細 胞 を継代培養して,一 定の発育を示した培養

5日 目に抗癌剤を作用させ,添 加後3日 目t}9日 目の成

績を直接試験管壁越 しに顕微鏡の弱拡大(50倍)で 観察

し,細 胞の変性破壌のなかつたものを一,細 胞の変性が

軽度のものを±み完全に細胞が破壌されるか,'或 は試険

管壁から脱落しているものを惜とし,そ の中間を変性の
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程度に従つて,そ れぞれ十,軒 と判定した｡

2,実 験 成 綻

Aナ イ トロミン(第7図)
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ナイ トロミン添加後3日 目の成績は100mcgま では

細胞の完全な変性破壊を示 し,10mcgに おいてはそれ

よりやや軽度の変性がみられ,更 に1mcgま では軽度

の変性が認められる｡9日 目においてはその影響は更に

著明となり,10mcgま では完全変性を来してナイ トロ

ミンが著しい細胞障害作用があることを示し,O.1mcg

まではそれぞれの濃度に応ずる障害が見 られた｡

Bア ザン(第8図)
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アザ ン添加 後3日 日に は1,000mcgに お い て 完 全 な

障 害作 用 が認 め られ,更 に1mcgま で は 逓 減 的 に 作 用

が認 め られ る｡9日 目 では100mcgも 高 度 の 障 害 作 用

を与 え,更 に1mcgま で は そ の 影 響 が 認 め られ る｡

Cザ ル コ マ イ シ ン(第9図)

ザ ル コマ イ シ ン添 加 後3日 日では1,000mcgは 完 全

な障 害作 用 を 示 し,100mcgか ら1mcgま で 種 々の 程
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度 の障害作用を示しているが,そ の程度はナイ トロミン

よりは弱く,ア ザンよりは強いQ9日 目には100mcgに

おいても完全に細胞の変性破壊が見 られ,更 に1mcg

までは明かな細胞の変性を認める｡

D小 ・ 括

HeLa細 胞は,ナ イ トロミン,ザ ルコマイシン,ア ザ

ンの順位で強く影響を蒙つている｡

IV.結 論

私共はマウスの鼠践部に生 じた腺癌の培養組織ならび

にHeLa細 胞に対するナイ トPtミ ン,ア ザン,ザ ルコマ

イシンの影響を検 して次の様な成績を得た｡

(1)腺 癌細胞については大体ナイ トロミン,ザ ルコ

マイシン,ア ザンの順位で影響を与えてお り,HeLa細

胞 についても同じ順位において,腺 癌細胞に対するより

もやや強い影響を与えている｡

(2)腺 癌細胞に対 しては,い ずれの抗癌剤も,培 養

と同時に添加 した場合の発育阻止作用の方が,培 養5日

後,細 胞が一定度発育 してか ら添加した場合の組織障害

作用よりも少量で現れた｡

(3)培 養 と同時に薬物を添加した場合は,薬 物の効

果が減退 して後も,長 くその影響が残る様であるが,細

胞が一定度発育 してか ら添加 した場合には,薬 物の効力

の消失 と共にその影響が速やかに減退する様である｡こ

の事は抗癌剤の臨床的応用にあたつても,可 及的早期に

未分化の若い細胞に作用させた方がその効果が大である

ことを意味するものである｡

(4)こ れ らの3つ の抗癌剤の,人 胎児皮筋組織並び

に癌細胞に対して障害作用を与える濃度を比較 してみる

と,い ずれの抗癌剤についても著明な差異は認められな

かつた｡従 つてこれ らの薬剤を以てすれば,癌 細胞に発

育阻止並びに障害作用を与える濃度では,正 常組織細胞

にもかな りの影響を与えるもののようである｡




